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研究者のためのターゲティング・ストラテジー
4人の専門家と「価値」を伝える情報発信を考える



University Research Administrator (URA)とは何？
加藤の見解：

研究費増大
（手段）

研究意欲の増進

研究者の研究力向上 に寄与する専門職研究力向上

異分野研究者マッチング 研究の幅拡大

研究時間確保学内業務スリム化施策

研究提案の改良支援

研究力

Positive feedback

研究費

研究者
コミュニティー

Funding Agency
研究
成果

Positive feedback

論文が迅速に採択• 査読者が誤解する
• 査読者が理不尽

• 自分の論文が無視され欧米著者の
しょぼい論文が引用される

論文内容を確実に届ける
スキル向上策

査読者との
コミュニケーション

スキル向上策

研究発信力：研究成果の意義をターゲット届け納得させる力

研究成果への
高評価(引用)共同研究

オファー



3
Scival data for 2011-15 taken on June 17, 2016. Citesはself-citationを含む
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この差が100％サイエンスの差とは信じがたい！

自分の論文とほとんど同じ内容の欧米の論文ばかり引用される

研究発信力を上げる余地は？北米と日本の引用数明確な差

「情報ハンディキャップ」



研究発信力強化プロジェクト

URA研究戦略推進室のメンバー
馬場忠室長、加藤英之、萩原友希江、栗原翔吾ほか

Seminar Today!

筑波大学の研究者：実践する独自の研究発信戦略を披露

鈴木健嗣(サイバニクス)、佐田亜衣子(皮膚）、松枝未遠(気象)、

山本洋平(ナノ構造体)、礪波亜希(北極社会学)、新保奈穂美(都市型農

園)、横田茂(宇宙推進工学)、佐野幸恵(社会経済物理学)、

竹下典男(糸状菌)、磯田沙織（比較政治）、三谷純(折り紙学)

(敬称略)

Loftworkと関係有識者
川井敏昌、脇水美千子(Loftwork)：プロデューサー

矢代真也(飛ぶ教室代表/元『WIRED』)：プロジェクトエディター

中島徹(Mistletoe, CIO)：プロジェクトアドバイザー

武田由紀(Network Communications, Senior PR advisor) ：プロジェクトアドバイザー

with the following project staff members:
酒井瑛作(301, Editor / Project Manager)

大谷省悟(301, Planner/Director/CEO)

熊谷薫(Artmingle, Curator/Consultant/Archive director )

議論されたアイディアの詳細はプロジェクトレポートでご覧下さい

+

+
Workgroup Meeting 1 on Feb 21

Workgroup Meeting ２ on  Feb 28

Workgroup Meeting ３ on March 6

Workgroup Meeting ４ on March 19

Pre-discussion in Dec. 2018〜



情報ハンディキャップを埋めるためにでき得る全ての事

 国際会議に行ったら可能な限り、査読者・引用者候補に全員に会って
研究成果を聞かせる。もらったフィードバックに後日対応する。
⇨ 投稿原稿(フィードバック対応済み)は心証良く、誤解されずらく、公正に審査

⇨ 面識のある相手の論文をじゃけんには扱いにくい

 ライバルと同等以上の結果を持つならば「舞台」を独占させない
例：「○✖️メソッドのセッション＠国際会議」

speaker1=John Smith, speaker2=Hide Câteau, speaker3=,,
⇨ …method proved useful (J. Smith et al. 2018, H. Câteau et al. 2018), and was …

 コミ ュニティーの「重鎮」に認められる努力を惜しまない
⇨ 「重鎮」の書くreview paperで引用されれば、あがり！

Vogels, Rajan and Abbott (2005) Neural network dynamics,  Annu. Rev. Neurosci. 28:357-76.



情報ハンディを埋めた結果



届かない研究成果に意味はないのか？
 論文を書いたら、世界中の引用者・査読者（次の論文の）候補

全員に論文リプリント(紙版)を送る。⇨emailより無視されない



情報ハンディキャップ

https://tukinekodi.exblog.jp/22849851/

100-150年前までサイエンスは専らココで行われて来た。
未だにココの人たちが良いように物事が運ぶ傾向。



研究者は論文を書く：国民へのアカウンタビリティー

論文数とGDPは相関する

日本経済のために研究する人は多くはなく、
文化的活動（物質・精神世界の理解の拡大）の一翼を担うために研究をやる人が大多数だと
思うが、、、
画家が絵を描き、音楽家が作曲し、アスリートが限界に挑戦するように。

しかし、結果的には経済成長に寄与

ある年の論文数増加は後年の
労働生産性増加率と相関する

豊田 長康「科学立国の危機: 失速する日本の研究力」より改変
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